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１．はじめに 

 

高齢社会の進展に伴い、日常の外出に身体的な困難

を伴う移動制約者が増加していくと考えられる。こう

した市民のモビリティを保障していくためには、公共

交通の確保は当然でありながら、スペシャル・トラン

スポート・サービス（ＳＴＳ）が欠かせない。しかし、

日本のＳＴＳは個別輸送が基本であるうえに、ＮＰＯ

や一部のタクシー事業者が運行しているに過ぎず、供

給量そのものが不足している。従って、ＳＴＳの供給

拡大と同時に、より必要とする人に対しＳＴＳを供給

することが重要である。中村ほか1)は身体障害者の身体

機能に着目し、ＳＴＳの適用が必要な移動制約者の抽

出を試みているが、そのほかの要因や個人の外出パタ

ーンなども分析する必要があると考えられる。 

そこで、本研究では移動制約者の中でも特に高齢者

に着目し、個人の様々な属性と外出の広がりの関連性

を明らかにする。また、様々な身体属性別に最も外出

ができていない層を把握しＳＴＳを必要とする層を明

らかにする。 

なお、本研究では高齢者個々の目的別外出頻度を属

性別に集計した値を用いて、外出の広がりと定義する。 

  

２．研究の方法 

  

本研究では杉並区全域を対象に障害手帳や介護認定

を受けた 28,023 人のうち、65 歳以上の高齢者を対象

とした1,679人にアンケート調査を行った。その調査

から高齢者の外出実態や外出の目的別平均外出を求め、

人々の外出の広がりを分析した。 
 

(１) 調査の概要 

 調査の概要は表1で示す。 

表－１ 調査の概要 

 アンケート調査の内容 

調査地域 杉並区全域 

調査期間 2006、8、30(水)～9、30(土) 

調査方法 郵送配布・郵送回収法 

調査内容 個人属性、生活支援や社会的つながり、外出な

どの状況、移送サービスの利用状況等 

調査 

対象者 

65 歳以上 

(障害者含む) 

配布：1,679 票 

回収：847 票(回収率50.4％) 
 

(２) 回答者の基本属性 

① 性別 

性別の割合は回答者 844 人の中で男性が 320 人

(37.9%)、女性が524 人(62.1%)で、女性の方が約24%高

かった。杉並区の高齢者全体を見ると男性は 39,321 人

(40.3%)で、女性は 58,285 人(59.7%)である。本調査の

回答者は実際の性別より女性の回答がやや多かった。 
 

② 年齢 

年齢を表２のように３つに分けて分析を行った。

結果のうち、75 歳以上の後期高齢者が 644 人、

78.2%で高い割合を占めた。これは高齢者の中で

も介護認定を受けている人を対象としたためであ

る。後期高齢者が高い割合を占めているため、後

期高齢者を 2 つに分けて分析を行った。 

表－２ 回答者の年齢(N=823) 

65～74 歳以下 75～84 歳以下 85 歳以上 

179 人(21.8%) 377 人(45.8%)  267 人(32.4%) 

 

３．外出実態と外出の広がり 
 

(１) 高齢者全体の外出実態と外出の広がり 

① 普段の外出頻度 

高齢者全体の外出頻度は図１で示したように週

1 日以上が 583 人で、72.2％を占める。 
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図－１ 高齢者の普段の外出頻度(N=807) 

② 外出の広がり 

 



 高齢者の外出の広がりを分析するため、外出目

的別に平均外出頻度を求めた。その平均外出頻度

を求めるには表３に示したように 5 段階の外出頻

度を 1 日あたりの外出頻度に換算した。その平均

値を求めた結果、高齢者全体は 0.23 回/日であっ

た。 

表－３ 外出頻度別換算係数(単位：回/日) 

外出 

頻度 

週3 日

以上 

週1～2

日程度 

月2～3

日程度 

月1 日

程度 

それ 

以下 

平均値 3/7 1/7 2/28 1/28 10/365

 

外出目的別の平均外出頻度の結果は図２であ

る。 
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図－２ 高齢者全体の目的別平均外出頻度 

(単位：回/日) 

 図２の高齢者全体の目的別平均外出頻度を見

ると、｢買い物｣が 0.17 回/日で一番高い結果で

あり、次は｢通勤・通学・通所｣、｢通院・リハビ

リ｣、｢デイサービス｣、｢趣味・スポーツ・習い

事｣の順で高い結果が出た。 
 

(２) 性別の外出実態と外出の広がり 

① 普段の外出頻度 

 性別普段の外出頻度は図３に示した。｢週 1 日

以上｣外出する人で、男性は 73.8%、女性は

71.2%であり、男性の方が少し高い結果であった。

その平均外出頻度でも男性が 0.24 回/日、女性

が 0.22 回/日であり、男性の方が高かった。ま

た、独立性の検定では 5%有意で違いがみられた。 
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図－３ 高齢者の性別普段の外出頻度 

② 外出の広がり 

 性別の目的別平均外出頻度は男女に差は見られ

なかった。 
 

(３) 年齢別の外出実態と外出の広がり 

① 普段の外出頻度 

 高齢者は加齢により外出頻度がことなると考え

年齢別に分析を行った。本研究では図４のとおり

に年齢層を 3 つに分けて分析を行った。その結果、

年齢が高いほど外出頻度が低くなることがわかり、

独立性の検定でも 1%の有意な違いがみられた。 
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図－４ 高齢者の年齢別普段の外出頻度 

② 外出の広がり 

 目的別平均外出頻度でも特に｢通院｣、｢買い物｣、

｢趣味・スポーツ・習い事｣で年齢が高いほど平均

外出頻度が低くなった。｢デイサービス｣では年齢

が高いほど高かった(図５)。 
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図－５ 高齢者の年齢別平均外出頻度 

(単位：回/日) 

(４) 身体属性別外出実態と外出の広がり 

高齢者は介護認定を受けている方も多く、身体

属性と外出頻度は非常に関連があると考え、4 つ

の身体属性別に分析を行った。○a 介護認定も受け

ており、障害手帳を持っている層、○b 介護認定は

受けているが、障害手帳は持っていない層、○c 介

護認定は受けていないが、障害手帳は持っている

層、○d 介護認定も受けておらず、障害手帳も持っ

ていない層の 4 つである。 

 4 つの身体属性別の集計を示したのが表４であ

る。 

表－４ 高齢者の身体属性別別集計 



 障害手帳あり 障害手帳なし 合計 図－６ ○a と○c 層の目的別平均外出頻度 
介 護 認 定

あり 
○a 153 人

(19.5%)

○b 391 人

(49.7%)
544

(単位：回/日) 

 その結果、｢デイサービス｣以外の外出目的は介護認

定を持っている○a層が介護認定を持っていない○c層よ

り低い外出頻度になった。特に｢買い物｣と｢趣味・スポ

ーツ・習い事｣の目的では大きなちがいが見られた。 

介 護 認 定

なし 
○c 163 人

(20.7%)

○d  79 人

(10.1%)
242

合計 316 人 470 人 786
 

① 普段の外出頻度 次に障害手帳を持っていない○bと○dを比較したのが

図７である。ここでも｢デイサービス｣以外の外出目的

は介護認定を持っている○b層が介護認定を持っていな

い○d層より全体的に低い外出頻度になった。 

身体属性別外出頻度を表５で示した。その割合

を見ると｢○a と○b ｣の介護認定を受けている層の外

出頻度が低い結果となった。 

表－５ 身体属性別外出頻度 
**　1%有意
*　　5%有意
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ｂ層

ｄ層 
週3 日

以上 

週1～2

日程度 

月2～3

日程度 

月1 日

程度 

それ

以下
合計

○a  
51 

34.7% 

51 

34.7% 

24 

16.3% 

13 

8.8% 

8

5.4%
147

○b  
109 

29.1% 

138 

36.6% 

60 

16.0% 

25 

6.7% 

42

11.2%
374

○c  
97 

60.6% 

41 

25.6% 

20 

12.5% 

1 

0.6% 

1

0.6%
160

○d  
37 

50.0% 

20 

27.0% 

7 

9.5% 

4 

5.4% 

6

8.1%
74

合計 294 250 111 43 57 755
  

 次に、高齢者の属性別(障害手帳や介護認定の

有無)にも一人当たりの平均外出頻度を求めた。

その結果、○a 層が 0.21、○b 層が 0.19、○c 層が

0.31、○d 層が 0.26 で、介護認定を受けている人

が高齢者全体の平均外出頻度(0.23 回/日)より低

い結果となった。平均値の差の検定を行った結果、

障害手帳の有無による有意な差は見られなかった

が、障害手帳の有無にかかわらず介護認定の有無

によって平均外出頻度に 1%有意の差があった。 

図－７ ○b と○d 層の目的別平均外出頻度 
(単位：回/日) 

以上の分析から介護認定を受けている人の外出の広

がりが狭いことが分かった。また、介護認定を受けて

いる人と受けていない人の平均外出頻度が｢買い物｣、

｢趣味・スポーツ・習い事｣、｢銀行・郵便局など｣、｢デ

イサービス｣の外出目的でちがいが見られた。両者の平

均値の差の検定の結果は図６と図７に示したとおりで

ある。 
  
② 外出の広がり 

(５) 介護度別外出実態と外出の広がり 
 身体属性別の外出の広がりを明らかにするため

本研究では目的別平均外出頻度を用いて分析を行

った。その結果、身体属性別に目的別外出頻度が

異なっており、特に介護認定の有無が影響してい

ることがわかった。 

① 普段の外出頻度 

高齢者は介護認定の受けている人の外出頻度が低い

ことが分かった。そこで介護認定を受けている人の中

で介護度別に外出頻度がどのような違いがあるかを分

析した。その結果が図８であり、独立性の検定で 5%の

有意な違いがみられた。  障害手帳を持っている○a と○c の平均外出頻度の

ちがいを示したものが図６である。 
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 図－８ 高齢者の介護度別外出頻度 



｢要介護度 3，4，5｣の外出頻度で｢週 1 日以上｣が

59.8%であるが、その外出目的を見ると｢通院・リハビ

リ｣、｢デイサービス｣が7割以上を占めた。 0.11
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② 外出の広がり 

 目的別平均外出頻度の分析の結果を図９で示す。介護

度が高い層より外出頻度が低かった。外出目的別の分

析では｢デイサービス｣、｢通勤・通学・通所｣以外の目

的で介護度が高い層より平均外出頻度が低い結果を示

した。特に｢通院・リハビリ｣、｢買い物｣、｢趣味・スポ

ーツ・習い事｣の外出目的で大きく減少する傾向が見ら

れた。  

図－11 ｢85歳以上｣の介護度別外出の広がり 
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４．まとめ 

 

本研究の目的は、移動制約者の中でも、特に高齢者

の身体属性別に外出の広がりがどう異なっているかを

明らかにすることであった。また、そのうち最も外出

ができていない層を明らかにし、ＳＴＳの提供が必要

となる層を明らかにすることであった。その結果、以

下のような結果が得られた。 

第一に、年齢と介護度により外出頻度や外出の広が

りが異なっていることが分かった。加齢や介護度の高

まりにより、高齢者の外出を制約されることが分かっ

た。第二に、身体属性によっても外出頻度や目的が異

なっているのが明らかになり、障害手帳の有無にかか

わらず介護認定を受けているか否かにより外出頻度が

異なっていることが分かった。特に積極的な外出であ

る｢趣味・スポーツ・習い事｣で有意なちがいがみられ

た。第三に、今回の分析では高齢者の外出に最も影響

を与えているのが介護度であることが分かった。 

 

図－９ 介護度別の目的別平均外出頻度(単位：回/日) 

  

次に、介護度と年齢層のどちらがより外出の広がり

を規定しているかを分析したい。 
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 本研究では、以上より、高齢者の身体属性が外出の

広がりにどういった関連があるかを明らかにすること

ができた。また、外出の広がりが狭い層も分かり、Ｓ

ＴＳをより必要とする層が明らかになった。 
  こうした人々がより広い外出ができるように支援方

策を構築することが重要であると考えられる。 図－10 ｢経過的な要介護、要支援 1・2｣の年齢別外出

の広がり(単位：回/日)  
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